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〇
外
務
省
告
示
第
二
百
七
十
四
号

次
の
旅
券
は
、
旅
券
法
第
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
返
納
命
令
に
応
じ
て
返
納
さ
れ
た
が
、
同
法
第
十
八
条

第
一
項
第
八
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
効
力
を
失
う
べ
き
こ
と
を
適
当
と
認
め
た
の
で
、
左
記
冒
頭
に
記
載
の
年
月
日
に

効
力
を
失
っ
た
。

令
和
八
年
九
月
二
日

外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

記

失
効
年
月
日

令
和
八
年
八
月
十
七
日

発
行
年
月
日

令
和
六
年
十
月
三
十
日

旅
券
番
号

Ｔ
Ｔ
七
二
二
四
九
七
三

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
三
号

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
施
行
規
則
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
が
そ

の
日
ま
で
に
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
（
昭
和
六
十
三
年
労
働
省
告
示
第
百
九

号
）
に
お
い
て
、
年
金
た
る
保
険
給
付
（
労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
五
十
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。）の
規
定
に
よ
る
年
金
た
る
保
険
給
付
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
受
給
権
者
が
そ
の
日
ま
で
に
報
告
書
を
提
出

す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
の
う
ち
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
に
お
い
て
住
所
を
有
す
る
年
金
た

る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
で
あ
っ
て
そ
の
生
年
月
日
（
法
第
十
六
条
の
遺
族
補
償
年
金
、
法
第
二
十
条
の
六
第
二
項
の

複
数
事
業
労
働
者
遺
族
年
金
又
は
法
第
二
十
二
条
の
四
第
二
項
の
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
に
あ
っ
て
は
、
当
該
年
金
た

る
保
険
給
付
を
支
給
す
べ
き
事
由
に
係
る
労
働
者
の
生
年
月
日
）
の
属
す
る
月
が
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
に
該
当

す
る
も
の
が
令
和
八
年
に
お
い
て
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
日
は
、
そ
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日

と
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
三
十
四
号

厚
生
労
働
省
関
係
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
特

別
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
が
そ
の
日
ま
で
に
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
（
平
成

十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
五
十
九
号
）
に
お
い
て
、
特
別
遺
族
年
金
（
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
四
号
）
第
五
十
九
条
第
二
項
の
特
別
遺
族
年
金
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
受
給
権
者
が
そ

の
日
ま
で
に
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
日
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
日
の
う
ち
、
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し

災
害
救
助
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
十
八
号
）
が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
令
和
八
年
七
月
二
十
八
日
に
お

い
て
住
所
を
有
す
る
特
別
遺
族
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
て
当
該
特
別
遺
族
年
金
を
支
給
す
べ
き
事
由
に
係
る
死
亡
労

働
者
等
の
生
年
月
日
の
属
す
る
月
が
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
月
に
該
当
す
る
も
の
が
令
和
八
年
に
お
い
て
報
告
書
を

提
出
す
べ
き
日
は
、
そ
の
定
め
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
年
十
二
月
二
十
八
日
と
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
八
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第
十
五
条
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
農
林
水
産
省

告
示
第
千
八
百
三
十
二
号
（
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ

い
日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す
る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第
十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

数
量
を
公
表
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
た
の
で
、
同
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
五
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有

者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
返
納
を
命
じ
た
旅
券
を
無
効
と
す
る
件

（
外
務
二
七
四
）

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る

労
働
者
災
害
補
償
保
険
法
の
規
定
に
基
づ

く
年
金
た
る
保
険
給
付
の
受
給
権
者
が
報

告
書
を
提
出
す
べ
き
日
を
延
長
す
る
件

（
厚
生
労
働
三
三
三
）

〇
令
和
八
年
熊
本
地
震
に
際
し
災
害
救
助
法

が
適
用
さ
れ
た
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る

石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済
に
関
す
る

法
律
の
規
定
に
基
づ
く
特
別
遺
族
年
金
の

受
給
権
者
が
報
告
書
を
提
出
す
べ
き
日
を

延
長
す
る
件
（
同
三
三
四
）

〇
特
定
水
産
資
源
（
さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま

い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖
流
系

群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か

た
く
ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い

日
本
海
西
部
・
東
シ
ナ
海
系
群
）
に
関
す

る
令
和
八
管
理
年
度
に
お
け
る
漁
業
法
第

十
五
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
を
公

表
す
る
件
の
一
部
を
変
更
す
る
件

（
農
林
水
産
一
三
四
八
）

〇
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体

職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め

の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
法
等
を

廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存
続

組
合
が
支
給
す
る
特
例
一
時
金
等
に
関
す

る
政
令
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
農

林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
を
指
定
す

る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
三
四
九
）

〇
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
件

（
同
一
三
五
〇
〜
一
三
六
五
）

〇
都
市
計
画
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
〇
九
）

〇
由
良
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級

河
川
に
関
す
る
件

（
近
畿
地
方
整
備
局
一
一
二
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
八
九
）

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

最
高
裁
判
所

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
長
野
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
一
、
岡
山
同

二
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
二
七
）





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改
正

後
改

正
前

さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま

い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く

ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・

東
シ
ナ
海
系
群
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
の
期
間
を

い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

さ
ん
ま
、
ま
あ
じ
、
ま
い
わ
し
太
平
洋
系
群
、
ま

い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く
ち
い
わ
し
対
馬
暖

流
系
群
、
う
る
め
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群
、
か
た
く

ち
い
わ
し
太
平
洋
系
群
及
び
ま
だ
い
日
本
海
西
部
・

東
シ
ナ
海
系
群
に
関
す
る
令
和
８
管
理
年
度
（
令
和

８
年
１
月
１
日
か
ら
同
年
12月
31日
ま
で
の
期
間
を

い
う
。）に
お
け
る
漁
業
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）

第
15条
第
１
項
各
号
に
掲
げ
る
数
量
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

第
一
～
第
三
（
略
）

第
一
～
第
三
（
略
）

第
四
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

第
四
ま
い
わ
し
対
馬
暖
流
系
群

一
（
略
）

一
（
略
）

二
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１

項
第
２
号
関
係
）

法
第
15条
第
１
項
第
２
号
の
都
道
府
県
別
漁

獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
都
道

府
県
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
数
量
と
す
る
。

二
都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量
（
法
第
15条
第
１

項
第
２
号
関
係
）

法
第
15条
第
１
項
第
２
号
の
都
道
府
県
別
漁

獲
可
能
量
は
、
次
の
表
の
左
欄
に
掲
げ
る
都
道

府
県
ご
と
に
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
右
欄
に
掲
げ

る
数
量
と
す
る
。

（
単
位
：
ト
ン
）

（
単
位
：
ト
ン
）

都
道
府
県

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

都
道
府
県

都
道
府
県
別
漁
獲
可
能
量

（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

島
根
県

151000





島
根
県

161000





（
略
）

（
略
）

（
略
）

（
略
）

鹿
児
島
県

25000




鹿
児
島
県

15000




三
（
略
）

三
（
略
）

第
五
～
第
八
（
略
）

第
五
～
第
八
（
略
）

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
（
以
下
「
傍
線
部
分
」
と
い
う
。）で
こ
れ
に
対

応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
あ
る
も
の
は
、
こ
れ
を
当
該
傍
線
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
後
欄

に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
で
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
部
分
が
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加

え
る
。

改

正

後

改

正

前

一
〜
二
百
四

（
略
）

一
〜
二
百
四

（
略
）

二
百
五

旧
奄
美
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島
県
奄
美

市
笠
利
町
大
字
外
金

九
百
八
十
八
番
地
一

平

成
十
七
年
十
二
月

令
和
八
年
三
月

二
百
五

奄
美
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島
県
奄
美
市

笠
利
町
大
字
外
金

九
百
八
十
八
番
地
一

平
成

十
七
年
十
二
月

二
百
六
〜
二
百
三
十

（
略
）

二
百
六
〜
二
百
三
十

（
略
）

二
百
三
十
一

伊
勢
湾
漁
業
協
同
組
合

三
重
県
伊

勢
市
二
見
町
今
一
色
八
百
七
十
四
番
地
三
百
九
十

八

平
成
十
八
年
四
月

二
百
三
十
一

伊
勢
湾
漁
業
協
同
組
合

三
重
県
伊

勢
市
有
滝
町
二
千
二
十
一
番
地

平
成
十
八
年
四

月

二
百
三
十
二
〜
二
百
四
十

（
略
）

二
百
三
十
二
〜
二
百
四
十

（
略
）

二
百
四
十
一

旧
指
宿
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島
県

指
宿
市
湊
四
丁
目
十
三
番
二
十
七
号

平
成
十
八

年
四
月

令
和
八
年
三
月

二
百
四
十
一

指
宿
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島
県
指

宿
市
湊
四
丁
目
十
三
番
二
十
七
号

平
成
十
八
年

四
月

二
百
四
十
二
〜
二
百
五
十
一

（
略
）

二
百
四
十
二
〜
二
百
五
十
一

（
略
）

二
百
五
十
二

旧
と
く
の
し
ま
漁
業
協
同
組
合

鹿

児
島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
七
千
四
百
二
十
八

番
地

平
成
十
八
年
八
月

令
和
八
年
三
月

二
百
五
十
二

と
く
の
し
ま
漁
業
協
同
組
合

鹿
児

島
県
大
島
郡
徳
之
島
町
亀
津
七
千
四
百
二
十
八
番

地

平
成
十
八
年
八
月

二
百
五
十
三
〜
三
百
四
十
一

（
略
）

二
百
五
十
三
〜
三
百
四
十
一

（
略
）

三
百
四
十
二

旧
岩
美
土
地
改
良
区

鳥
取
県
岩
美

郡
岩
美
町
大
字
浦
富
六
百
七
十
五
番
地
一

平
成

二
十
年
六
月

令
和
八
年
四
月

三
百
四
十
二

岩
美
土
地
改
良
区

鳥
取
県
岩
美
郡

岩
美
町
大
字
浦
富
六
百
七
十
五
番
地
一

平
成
二

十
年
六
月

三
百
四
十
三

（
略
）

三
百
四
十
三

（
略
）

三
百
四
十
四

旧
北
九
州
東
部
漁
業
協
同
組
合

福

岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
大
字
吉
田
二
千
七
百
七

十
八
番
地
の
二

平
成
二
十
年
六
月

令
和
七
年

十
一
月

三
百
四
十
四

北
九
州
東
部
漁
業
協
同
組
合

福
岡

県
北
九
州
市
小
倉
南
区
大
字
吉
田
二
千
七
百
七
十

八
番
地
の
二

平
成
二
十
年
六
月

三
百
四
十
五
〜
四
百
三
十

（
略
）

三
百
四
十
五
〜
四
百
三
十

（
略
）

四
百
三
十
一

三
重
く
ま
の
森
林
組
合

三
重
県
熊

野
市

生
屋
町
千
二
百
九
十
三
番
地
二

平
成
二

十
四
年
四
月

四
百
三
十
一

三
重
く
ま
の
森
林
組
合

三
重
県
熊

野
市

生
屋
町
千
三
百
六
十
八
番
地
二

平
成
二

十
四
年
四
月

四
百
三
十
二
〜
五
百
五
十
九

（
略
）

四
百
三
十
二
〜
五
百
五
十
九

（
略
）

五
百
六
十

大
阪
府
農
業
共
済
組
合

大
阪
府
堺
市

北
区
長
曽
根
町
三
千
四
十
八
番
七

平
成
二
十
九

年
四
月

五
百
六
十

大
阪
府
農
業
共
済
組
合

大
阪
府
大
阪

市
中
央
区
農
人
橋
二
丁
目
一
番
三
十
三
号

平
成

二
十
九
年
四
月

五
百
六
十
一
〜
六
百
四
十
八

（
略
）

五
百
六
十
一
〜
六
百
四
十
八

（
略
）

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
四
十
九
号

厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組

合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存
続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
一
時
金
等
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
四
年

政
令
第
四
十
五
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
十
九
年
十
月
十
一
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
二
百
二
十

五
号
（
厚
生
年
金
保
険
制
度
及
び
農
林
漁
業
団
体
職
員
共
済
組
合
制
度
の
統
合
を
図
る
た
め
の
農
林
漁
業
団
体
職
員
共

済
組
合
法
等
を
廃
止
す
る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
存
続
組
合
が
支
給
す
る
特
例
一
時
金
等
に
関
す
る
政
令
第
六
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
る
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
法
人
を
指
定
す
る
件
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
公
布
の
日

か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和





六
百
四
十
九

旧
鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合

鹿
児

島
県
鹿
児
島
市
城
南
町
三
十
七
番
地
二

令
和
二

年
四
月

令
和
八
年
三
月

六
百
四
十
九

鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島

県
鹿
児
島
市
城
南
町
三
十
七
番
地
二

令
和
二
年

四
月

六
百
五
十
〜
六
百
七
十
六

（
略
）

六
百
五
十
〜
六
百
七
十
六

（
略
）

六
百
七
十
七

那
珂
川
町
土
地
改
良
区

栃
木
県
那

須
郡
那
珂
川
町
馬
頭
六
十
七
番
地
一

令
和
四
年

四
月

六
百
七
十
七

那
珂
川
町
土
地
改
良
区

栃
木
県
那

須
郡
那
珂
川
町
小
川
二
千
五
百
二
十
四
番
地
一

令
和
四
年
四
月

六
百
七
十
八
〜
七
百
三

（
略
）

六
百
七
十
八
〜
七
百
三

（
略
）

七
百
三
の
二

株
式
会
社
支
倉
牧
場

北
海
道
紋
別

郡
興
部
町
字
豊
野
百
五
十
番
地
の
一

令
和
七
年

三
月

（
新
設
）

七
百
四
〜
七
百
八

（
略
）

七
百
四
〜
七
百
八

（
略
）

七
百
九

株
式
会
社
熊
本
県
養
鶏
フ
ァ
ー
ム

熊
本

県
合
志
市
野
々
島
四
千
三
百
九
十
三
番
地
百
九
十

令
和
七
年
十
一
月

（
新
設
）

七
百
十

萬
漁
業
株
式
会
社

岩
手
県

石
市
箱
崎

町
第
十
三
地
割
四
番
地
十
九

令
和
七
年
十
二
月

（
新
設
）

七
百
十
一

曽
根
・
北
九
州
東
部
漁
業
協
同
組
合

福
岡
県
北
九
州
市
小
倉
南
区
曽
根
新
田
北
三
丁
目

十
三
番
七
号

令
和
七
年
十
二
月

（
新
設
）

七
百
十
二

秋
田
市
土
地
改
良
区

秋
田
県
秋
田
市

四
ツ
小
屋
字
城
下
当
場
二
百
五
十
三
番
一

令
和

八
年
一
月

（
新
設
）

七
百
十
三

株
式
会
社
大
盛
堂
生
産
農
場

長
野
県

駒
ヶ
根
市
下
平
二
千
九
百
三
十
四
番
地
二
百
六
十

令
和
八
年
一
月

（
新
設
）

七
百
十
四

一
般
社
団
法
人
新
町
牧
野

岩
手
県
八

幡
平
市
荒
屋
新
町
百
四
十
三
番
地
三

令
和
八
年

四
月

（
新
設
）

七
百
十
五

遠
州
み
ら
い
森
林
組
合

静
岡
県
掛
川

市
大
和
田
三
百
二
十
番
地
の
一

令
和
八
年
四
月

（
新
設
）

七
百
十
六

高
島
市
南
部
土
地
改
良
区

滋
賀
県
高

島
市
安
曇
川
町
下
小
川
二
千
九
百
十
二
番
地

令

和
八
年
四
月

（
新
設
）

七
百
十
七

株
式
会
社
福
栄
組
合

福
岡
県

留
米

市
北
野
町
高
良
千
三
百
六
十
九
番
地
の
三

令
和

八
年
四
月

（
新
設
）

七
百
十
八

熊
本
県
酪
農
業
協
同
組
合

熊
本
県
熊

本
市
東
区
戸
島
五
丁
目
十
番
十
五
号

令
和
八
年

四
月

（
新
設
）

七
百
十
九

鹿
児
島
県
漁
業
協
同
組
合

鹿
児
島
県

鹿
児
島
市
城
南
町
三
十
七
番
地
二

令
和
八
年
四

月

（
新
設
）

令和年月日 水曜日 第号官 報

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
大
野
市
上
麻
生
島
下
麻
生
島
上
野
田
野
土
打

川
島
下
唯
野
五
字
立
石
一
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
大
野
市
西
山
四
七
字
大
谷
一
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
大
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
三
方
上
中
郡
若
狭
町
佐
古
三
二
号
滝
谷
六
の

二
・
二
四
の
二
（
以
上
二
筆
国
有
林
）、
六
の
一
、
七

か
ら
二
三
ま
で
、
二
四
の
一
、
三
四
号
下
山
二
〇
か
ら

二
二
ま
で
、
三
五
号
宮
ノ
奥
四
か
ら
七
ま
で
、
九
、
三

六
号
尾
小
谷
一
一
の
一
、
一
一
の
二
、
一
七
、
一
八
、

三
七
号
部
六

一
五
か
ら
一
八
ま
で
、
三
八
号
城
山
一

一
の
一
一
・
一
一
の
一
二
（
以
上
二
筆
国
有
林
）、
一

一
の
一
、
一
一
の
一
〇
、
三
九
号
堂
ノ
上
三
の
一
、
三

の
二
、
四
、
五
の
二
、
一
三
か
ら
一
五
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
若
狭
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

福
井
県
大
野
市
佐
開
四
八
字
屋
多
部
一
の
二

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
大
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）





令和年月日 水曜日 第号官 報
三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
福

井
県
庁
及
び
大
野
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
藤
津
郡
太
良
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
太
良
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
唐
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
唐
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
六
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

佐
賀
県
唐
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）保

安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か

ん

養

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

二

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場

所

佐
賀
県
唐
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）保安

林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出

の
防
備

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期

間
及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
唐
津
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
七
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

佐
賀
県
武
雄
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
佐
賀
県
庁
及
び
武
雄
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
八
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
熊
野
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
熊
野
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
五
十
九
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
亀
山
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
亀
山
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
亀
山
市
役
所
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
松
阪
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）、
松
阪
市
・
多
気
郡
多
気
町
（
以
上
一
市
一
町

に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
並
び
に
松
阪
市
役
所

及
び
多
気
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）





令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
尾
鷲
市
・
北
牟
婁
郡
紀
北
町
（
以
上
一
市
一

町
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
並
び
に
尾
鷲
市
役
所

及
び
紀
北
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
津
市
（
国
有
林
。
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限

る
。）、
津
市
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
津
市
役
所
に
備

え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
三
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

三
重
県
北
牟
婁
郡
紀
北
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に

限
る
。）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の

防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ

る
。紀

北
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐

採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
三
重
県
庁
及
び
紀
北
町
役
場
に

備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
四
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

鹿
児
島
県
薩
摩
郡
さ
つ
ま
町
平
川
字
新
改
三
六
七
三

の
一
か
ら
三
六
七
三
の
六
ま
で
、
字
林
ノ
口
六
二
一
七

の
一
、
六
二
一
七
の
四
、
六
二
一
七
の
五

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
鹿

児
島
県
庁
及
び
さ
つ
ま
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供

す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
三
百
六
十
五
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第

三
十
三
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
保
安
林
の

指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

農
林
水
産
大
臣

鈴
木

憲
和

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

兵
庫
県
豊
岡
市
奥
野
字
田
渡
一
五
四
、一
五
五
の
一
、

字
絹
屋
二
二
七
、
二
二
九
、
字
表
笠
三
三
七
か
ら
三
四

一
ま
で

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

水
源
の
涵か
ん

養

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

１

主
伐
に
係
る
伐
採
種
は
、
定
め
な
い
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木

は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市
町

村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の

も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間

及
び
樹
種

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
兵

庫
県
庁
及
び
豊
岡
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す

る
。）

〇
関
東
地
方
整
備
局
告
示
第
二
百
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十

九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事
業
の
認
可
を

し
た
の
で
、同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

関
東
地
方
整
備
局
長

西
澤
賢
太
郎

一

施
行
者
の
名
称

東
京
都

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画

道
路
事
業
幹
線
街
路
外
郭
環
状
線
の
二

三

事
業
施
行
期
間

自
令
和
八
年
九
月
二
日
至
令
和
十

八
年
三
月
三
十
一
日

四

事
業
地

収
用
の
部
分

東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台
一
丁
目
、
石

神
井
台
二
丁
目
、
石
神
井
台
三
丁
目
及
び
上
石
神
井

三
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

東
京
都
練
馬
区
石
神
井
台
二
丁
目
及
び

上
石
神
井
三
丁
目
地
内

〇
近
畿
地
方
整
備
局
告
示
第
百
十
二
号

由
良
川
水
系
に
係
る
指
定
区
間
外
の
一
級
河
川
に
つ
い

て
、
昭
和
四
十
四
年
七
月
二
十
八
日
付
け
で
告
示
さ
れ
た

建
設
省
告
示
第
三
千
二
百
八
十
五
号
を
次
の
よ
う
に
改
め

る
。関

係
図
面
の
う
ち
、第
二
号
図
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
及

び
同
局
福
知
山
河
川
国
道
事
務
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

近
畿
地
方
整
備
局
長

小
林
賢
太
郎

（
図
面
省
略
）

附

則

河
川
法
施
行
法（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）

第
十
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
河
川
保
全
区
域
の
指
定
が

あ
っ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
た
、
昭
和
三
年
九
月
十
一
日
付

け
京
都
府
告
示
第
五
百
九
十
三
号
に
係
る
土
地
の
区
域
の

う
ち
、
次
の
図
面
の
黄
色
で
着
色
し
た
部
分
に
該
当
す
る

土
地
の
区
域
は
廃
止
す
る
。

（
図
面
省
略
）

〇
九
州
地
方
整
備
局
告
示
第
八
十
九
号

次
の
よ
う
に
道
路
の
区
域
を
変
更
し
た
の
で
、
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項
の

規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
八
年
九
月
二
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
八
年
九
月
二
日

九
州
地
方
整
備
局
長

森
下

博
之

道
路
の
種
類

一
般
国
道

路

線

名

二
百
一
号

道
路
の
区
域

区

間

変
更
前

後
別

敷

地

の

幅

員

延

長

メ
ー
ト
ル

キ
ロ
メ
ー
ト
ル

田
川
市
大
字
川
宮
五
五
番
一
か
ら
同
市
大
字
川
宮
一
六
四
番

四
ま
で

前後

二
〇
・
四
三
〜
二
六
・
七
四

二
〇
・
四
三
〜
四
五
・
九
一

〇
・
二
〇
八

〇
・
二
〇
八

図
面
縦
覧
場
所

九
州
地
方
整
備
局
及
び
同
局
北
九
州
国
道
事
務
所





人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 水曜日 第号官 報

内

閣

〇
厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理
解
職

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎
帰
朝
に
つ
き
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
る
臨
時
に
厚
生
労
働
大
臣
の
職
務
を
行
う
国

務
大
臣
と
し
て
の
指
定
を
解
く

同

松
本

洋
平

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財
産
戦

略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略
及
び

経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
免
ず
る
（
以
上
八
月
二
十

八
日
）

〇
外
務
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

木
原

稔

外
務
大
臣
茂
木
敏
充
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
臨
時
に
外
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大
臣

に
指
定
す
る

〇
財
務
大
臣
臨
時
代
理

同

林

芳
正

財
務
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
財
務
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る

同

林

芳
正

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
片
山
さ
つ
き
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
金
融
）
事
務
代
理
を
命
ず
る
（
以

上
八
月
二
十
九
日
）

国
務
大
臣

城
内

実

デ
ジ
タ
ル
大
臣
松
本
尚
帰
朝
に
つ
き
デ
ジ
タ
ル
大
臣
事
務

代
理
を
免
ず
る

同

城
内

実

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
松
本
尚
帰
朝
に
つ
き
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
免
ず
る

（
以
上
八
月
三
十
日
）

国
務
大
臣

黄
川
田
仁
志

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
小
野
田
紀
美
海
外
出
張
不
在
中
内

閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
ク
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
戦
略
、
知
的
財

産
戦
略
、
科
学
技
術
政
策
、
宇
宙
政
策
、
人
工
知
能
戦
略

及
び
経
済
安
全
保
障
）
事
務
代
理
を
命
ず
る

（
東
京
地
方
裁
判
所
判
事
補
・
東
京

簡
易
裁
判
所
判
事
）
判
事
補
兼
簡

易
裁
判
所
判
事

出
縄

英
行

願
に
依
り
本
官
並
び
に
兼
官
を
免
ず
る
（
以
上
八
月
三
十

一
日
）（

内
閣
官
房
内
閣
審
議
官
（
国
家
情

報
局
））内
閣
事
務
官

加
藤

達
也

任
期
の
満
了
に
よ
り
令
和
八
年
八
月
三
十
一
日
限
り
退
職

し
た
（
八
月
三
十
一
日
）

法

務

省

（
東
京
地
方
検
察
庁
検
事
）
検
事

沖

佑
里
乃

（
横
浜
地
方
検
察
庁
小
田
原
支
部
検

事
）
同

川
瀬
麻
衣
子

（
さ
い
た
ま
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

平
間

文
啓

（
名
古
屋
地
方
検
察
庁
検
事
）
同

本
橋

京
治

辞
職
を
承
認
す
る
（
各
通
）（
八
月
三
十
一
日
）

〇
定
年
退
官

山
形
区
検
察
庁
副
検
事
今
泉
伸
二
は
、
検
察
庁
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
八
月
三
十
一
日
限
り
定
年

退
官

最
高
裁
判
所

さ
い
た
ま
家
庭
裁
判
所
判
事
補
兼

さ
い
た
ま
地
方
裁
判
所
判
事
補
・

川
越
簡
易
裁
判
所
判
事

柏
木

桃
子

大
阪
地
方
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

大
阪
地
方
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

兼
ね
て
大
阪
家
庭
裁
判
所
判
事
補
に
補
す
る

大
阪
家
庭
裁
判
所
堺
支
部
勤
務
を
命
ず
る

堺
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
八
月
二
十
六
日
）

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ス
ロ
バ
キ
ア
の
憲
法
記
念
日
に
つ
き
、

八
月
三
十
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。天

皇
陛
下
は
、
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
独
立
記
念
日
に
つ

き
、
八
月
三
十
一
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ

ら
れ
た
。労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

長
野
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
１
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
長
野
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
長
野
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
２
日
長
野
労
働
局
長
木
村

聡
第
４
号
中
「
１
時
間
1061円

」
を
「
１
時
間
1117円

」
に
改
め
る
。

岡
山
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
12条

の
規
定
に
基
づ
き
、
岡
山
県
最
低
賃
金
（
昭
和
55年
岡
山
労

働
基
準
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
14条
第
１
項
の

規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
９
月
２
日
岡
山
労
働
局
長
森
實
久
美
子

第
４
号
中
「
１
時
間
1047円

」
を
「
１
時
間
1104円

」
に
改
め
る
。

諸

事

項
相
続
財
産
清
算
人
の
選
任
及
び
相

続
権
主
張
の
催
告





令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報





令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

公 示 催 告






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

債権者集会招集

書面による計算報告

免責許可申立てに関する意見
申述期間

特別清算開始
令和８年（ヒ）第９号
宮崎県都城市安久町４７４２番地１
清算株式会社 霧島食品工業株式会社
代表清算人 谷口智子
１ 決定年月日 令和８年８月１８日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

宮崎地方裁判所

特別清算終結
令和８年（ヒ）第２０１３号
東京都渋谷区代官山町１－１ＧＲＡＶＡ代官山
１Ｆ
清算株式会社 株式会社ｉｎｃｏｒｄホール

ディングス
１ 決定年月日 令和８年８月18日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

東京地方裁判所民事第２０部
令和８年（ヒ）第８号
兵庫県姫路市広畑区東新町三丁目１１９番地の
１
清算株式会社 富士機工株式会社
１ 決定年月日 令和８年８月１９日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

神戸地方裁判所姫路支部
令和８年（ヒ）第２号
栃木県足利市羽刈町５５６番地
清算株式会社 ミコト不動産株式会社
１ 決定年月日 令和８年８月１９日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

宇都宮地方裁判所第１民事部

令和８年（ヒ）第１号
栃木県足利市羽刈町５５６番地
清算株式会社 ミコトマシナリー株式会社
１ 決定年月日 令和８年８月１９日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

宇都宮地方裁判所第１民事部
小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報






令
和

年

月

日
水
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生計
画取消

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始






令和年月日 水曜日 第号官 報
給
与
所
得
者
等
再
生
に
よ
る
再
生

計
画
認
可

所
有
者
不
明
土
地
管
理
命
令
に
関

す
る
異
議
の
催
告

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

千
葉
県
習
志
野
市
津
田
沼
五
丁
目
一
三
番
四

八

〇
九
号

（
甲
）
合
同
会
社
ｃ
ｒ
ｅ
ｏ

代
表
社
員

吾
郷

太
介

兵
庫
県
尼
崎
市

口
本
町
二
丁
目
三
番
七
号

（
乙
）
合
同
会
社
Ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｖ
ｏ

代
表
社
員

吾
郷

太
介

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
建
設
業
に
関
す

る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
日

福
島
県
郡
山
市
富
久
山
町
八
山
田
字
東
平
作
一
〇

番
地
の
五
六

（
甲
）
株
式
会
社
ｔ
ａ
ｉ
ｔ
ｏ

代
表
取
締
役

中
澤

徹

山
形
県
東
根
市
中
央
二
丁
目
二
番
一
一
号

（
乙
）
有
限
会
社
サ
ク
セ
ス
カ
ン
パ
ニ
ー

代
表
取
締
役

中
澤

徹

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
Ｔ
Ｋ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
株
式

会
社
と
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
で
あ
り
、
当

社
の
総
社
員
の
同
意
の
取
得
は
令
和
八
年
八
月
十
七
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

埼
玉
県
富
士
見
市
ふ
じ
み
野
東
二
丁
目
七
番
地
一

シ
テ
ィ
ヴ
ェ
ー
ル
ふ
じ
み
野
一
番
館
一
〇
〇
五

Ｔ
Ｋ

Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｙ
合
同
会
社

代
表
社
員

椿

貴
行

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
外
神
田
六
丁
目
三
番
八
号
Ａ
Ｃ

Ｎ
秋
葉
原
ビ
ル
五
階

Ｂ
Ａ
Ｍ
Ｖ
合
同
会
社

代
表
社
員

寺
野

克
則

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
品
川
区
東
大
井
一
丁
目
二
番
二

六
〇
三
号

ラ
ベ
ル
エ
ラ
ベ
ッ
ト
合
同
会
社

代
表
社
員

和
田
野

学

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

京
都
府
京
都
市
下
京
区
二
帖
半
敷
町
六
四
七

二

オ
ン
リ
ー
烏
丸
ビ
ル
一
階
二
階永

田
商
事
合
同
会
社

代
表
社
員

趙

美
花

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
九
月
二
日

鹿
児
島
市
桜
ヶ
丘
七
丁
目
九
番
地
一
〇

合
同
会
社
ネ
イ
ル
＆
エ
ス
テ
サ
ロ
ン
ラ
ッ
ピ
ー

ハ
ー
ト

代
表
社
員

宇
都

智
里

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
三
千
三
百
九
十
九
万
九

千
九
百
八
十
六
円
減
少
し
五
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
六
月
二
十
四
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
十
一
日

掲
載
頁

一
四
七
頁
（
号
外
第
一
七
三
号
）

令
和
八
年
九
月
二
日

愛
知
県
豊
橋
市
駅
前
大
通
一
丁
目
一
三
五
番
地

ｉ
ｃ
ｕ
ｃ
ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

柳
瀬

陽
一

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
と

す
る
株
式
交
換
に
よ
り
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ

と
を
条
件
と
し
て
、
そ
の
増
加
額
全
額
を
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
九
月
二
日

愛
知
県
知
立
市
新
林
町
新
林
七
番
地
七

株
式
会
社
Ｓ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

佐
野

智
正

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
一
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
一
日

掲
載
頁

九
十
頁
（
号
外
第
五
十
号
）

令
和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
六
丁
目
六
番
二
号

Ｔ
ａ
ｌ
ｅ
ｓ
＆
Ｃ
ｏ
．
株
式
会
社

代
表
取
締
役

萩
原

猛





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）終り

か
ら

三
二
下
二
一
〜
二
〇
第
一
項
第
一
号

第
一
号

令和年月日 水曜日 第号官 報
基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
普
通
株
式
一
株
を
五
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株

式
の
割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し

ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

静
岡
県
静
岡
市
清
水
区
七
ツ
新
屋
一
丁
目
一
四
番

七

六
〇
一
号

ｔ
ｒ
ｙ
ｓ
ｅ
ｌ
ｌ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

鈴
木

康
介

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

埼
玉
県
行
田
市
行
田
一
三
番
一
二
号

旭
工
榮
株
式
会
社

代
表
取
締
役

伊
藤

大
輔

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
一
三
番
五
号
六
階

エ
ス
シ
ー
豊
岡
株
式
会
社

代
表
取
締
役

菅

秀
平

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
十
八
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

滋
賀
県
栗
東
市
大
橋
四
丁
目
四
番
五
号

大
和
鋼
管
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

福
島

健
一

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
九
月
二
十
四
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

香
川
県
高
松
市
小
村
町
三
三
一

吉
野
川
電
線
株
式
会
社

代
表
取
締
役

小
笠
原

力

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
七
億
六
百
三
十
万
円
減

少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
通
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
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a
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o
m
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令
和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
港
区
六
本
木
一
丁
目
九
番
一
〇
号
ア
ー
ク

ヒ
ル
ズ
仙
石
山
森
タ
ワ
ー
四
〇
階

Ｅ
ａ
ｇ
ｌ
ｅ

Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
橋

法
彦

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
二
億
五
千
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
は
令
和
八
年
八
月
二
十
四
日

の
官
報
号
外
第
百
八
十
八
号
百
十
二
頁
掲
載
の
と
お
り
で

す
。令

和
八
年
九
月
二
日

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
五
号

Ｙ
Ｆ

Ｊ
Ｒ
Ｅ

Ｂ
特
定
目
的
会
社

取
締
役

鄭

武
壽

訂
正
公
告

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
掲
載
の
（
甲
）
社
会
保
険
労

務
士
法
人
総
合
経
営
サ
ー
ビ
ス
肥
後
労
務
管
理
事
務
所
と

（
乙
）
社
会
保
険
労
務
士
法
人
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｌ
に
係
る
合
併

公
告
中
、
乙
の
「
代
表
社
員

河
村

隆
久
」
と
あ
る
は

「
社
員

河
村

隆
久
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
九
月
二
日

扱

店

平
成
三
十
年
五
月
二
十
三
日
（
号
外
第
百
九
号
）
公
布

法
律
第
二
十
六
号
（
産
業
競
争
力
強
化
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
）
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